
事 業 名 大手川河川激甚災害対策特別緊急事業
受賞機関 京都府建設交通部河川課

京都府丹後土木事務所
実施期間 平成１６年１２月２７日～平成２３年３月１３日

〔事業概要と評価〕

災害を受けて早急に事業を進める必要がある中で、計画段階から工事実施、維持管理まで、住民参画、住民協
働の取組みを行っており、高く評価できる。毎月情報誌を発行し宮津市全戸に回覧、改修計画に関する出張説
明会、工事見学会によるきめ細やかな情報提供を行うとともに、上・中・下流に分けたワークショップの開催、
地元団体・市との協働による宮津城城壁復元整備、総合学習や市民イベントでの水辺空間利用等の住民参画・
協働など、非常に多種多様な取組みを行っており、全国の河川改修を行う際の参考になる事例である。

賛助会員：�ウエスコ福知山営業所、�エイト日本技術開発京都支店、�建設技術研究所大阪本店、
パシフィックコンサルタンツ�京都事務所

事 業 名 コウノトリ保全の取り組み～高水敷掘削工事による浅瀬（湿地）整備～
受賞機関 国土交通省近畿地方整備局 豊岡河川国道事務所
実施期間 平成１７年１０月２６日～平成２１年３月１０日

〔事業概要と評価〕

かつてわが国最後のコウノトリが生息していた円山川において、平成１６年に堤防決壊等の被害を受け、激特事
業による河道掘削を行う際に、全国に先駆け、コウノトリの採餌に適した浅場の造成を行った。周辺農地にお
ける減農薬の取組等の努力と相まって、現在では円山川流域で野生復帰したコウノトリが繁殖している。本事
業により形成された浅場は、田からのドジョウ等の摂取が困難な秋～冬時期の貴重な餌場環境として大きな貢
献をしている点を評価。現在、流域一体をラムサール湿地登録する動きがあることも評価できる。

湿地整備箇所に飛来した
１５羽のコウノトリ

激特事業による掘削箇所の状況

整備前 ワークショップ整備後

【河 川 部 門】
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